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安全に関するご注意

○ご使用の前に、この「安全に関するご注意」と取扱説明書をよくお読み
の上、製品を安全に正しくお使いください。

○安全上の注意事項を下記の様な表示で記載しております。表示の内容を
よく理解してから本文をお読みください。

○お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険が
切迫して生じることが想定される場合を示します。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性
が想定される場合、軽傷または物的損害が発生する頻度が高い
場合を示します。

取扱いを誤った場合に、使用者が重傷を負う可能性は少ないが、
傷害を負う危険が想定される場合、ならびに物的損害のみの発
生が想定される場合を示します。

してはならないことを示します。

しなければならないことを示します。

！ 危険

！ 警告

！ 注意

禁止

強制



・この取扱説明書に記載されている環境条件からはずれた場所での
使用、保管は絶対にしないでください。
故障や誤動作などの原因になります。

・接続コードの延長は絶対にしないでください。エラー発生の原因
になります。

・異常が発生したときは使用しないでください。
今までと異なることに気づいたときは弊社(裏表紙参照)までご連
絡ください。

・ストラップを持って振り回す、投げる等、強い衝撃を与えないで
ください。故障などの原因になります。

・防水型ではありませんので、水に濡らさないでください。

・落雷のおそれがある時は、電話回線から外してください。故障や
火災・感電の原因になります。

・ケーブル類は、つまずいたり引っかけたりしないように整理して
ください。

・振動、ほこり、湿気の多い場所に置かないでください。故障など
の原因になります。

・長期間保管する場合は、乾電池を抜いてください。

！ 注意

禁止
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１．概 要

本器は、電話回線に接続して回線種別（アナログ／ＩＳＤＮ／ＡＤＳＬ）
を判別し、ランプ表示します。
ＡＤＳＬ回線は、上り信号と下り信号の有無を別々に表示し、タイプ１
(加入電話と共用)とタイプ２(回線電圧０Ｖ)の識別が可能です。
ＡＤＳＬ回線の開通時の確認など、ＡＤＳＬモデム端末が接続されてい
ない場合は、リンク確立試験を行うことによってＡＤＳＬ回線の識別が
可能です。
通信中の回線に接続しても、エラーを発生しません。

その他、次のことが可能です。
１）極性（Ａ＋又はＢ＋）を判別してランプ表示します。
２）ＩＳＤＮ回線（メタリックケーブル）の局側ＭＤＦ－ＤＳＵ（Ｕ点）

間に接続し、通信中か否かを判別して、ランプ表示します。
３）アナログ回線の使用中又は空き（非使用中）を判別してランプ表

示します。

本器は電池切れが近付くと、電源ランプが点滅し予告します。
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２．構 成

２－１．製品の構成（梱包内容）

品 名 数量 記 事

本 体 １個

添 付 品 １式 ミノ虫クリップ付きモジュラーコード（７０cm）×１本
アルカリ単３乾電池 ×２本
取扱説明書 ×１部
クイックガイド ×１部

２－２．オプション（別売）

２００Ｕ接続コード
２５８接続コード 各コードとも
２５６接続コード モジュラープラグ、コード、接続子付
４０Ａ接続コード
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使用中

極性

空き

アナログ

ＡｎｎｅｘＡ

データ有
キャリア/

確立試験
リンク 電源

Ａ＋

ＡｎｎｅｘＣ

上り

Ｂ＋

下り

ＩＳＤＮ

空き

ＡＤＳＬ

ＡＤＳＬランプ

ＩＳＤＮランプ

極性ランプ

アナログランプ

電源スイッチ

赤クリップ

黒クリップ

リンク確立試験
スイッチ

ストラップ

電池収納部

モジュラージャック３．各部の名称
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４．使用手順

４－１．電池交換

１）交換方法

本体裏の電池カバーを開け、アルカリ単３乾電池２本を挿入してくだ
さい。（ニッケル水素電池も使用可能）

・交換する場合は、２本同時に新品にしてください。
・電池の向きを間違えないように、注意してください。

！ 注意
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２）電池チェック

電源スイッチを押して電源を入れてください。
電源ランプが点滅したときは、電池交換が必要です。

電源ランプ動作 電池状態 電池電圧

点灯 ○ 使用可能 ３.０ ～ ２.３Ｖ

点滅 △ 電池残り少ない ２.３ ～ ２.０Ｖ

点灯せず × 使用不能 ２.０Ｖ未満

点滅後、しばらくして消灯する場合は、電池寿命が
つきていますので、すぐに電池を交換してください。

※連続使用時間はアルカリ乾電池で約１８時間です。
（常温で電源ランプのみ点灯の場合）

！ 注意
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４－２．回線への接続

本体のモジュラージャックにミノ虫クリップ付きモジュラーコードを接続
してください。
ショートに注意して、クリップを端子板の端子に接続してください。

赤クリップ→Ｌ１（Ａ） 黒クリップ→Ｌ２（Ｂ）

添付コードの延長は、エラー発生の原因になりますので、
やめてください。

クリップは、２本とも確実に接続してください。接触状態が悪いと、
間違ったランプ表示になる場合があります。

→ＩＳＤＮ回線をＡＤＳＬと判定するなど

！ 注意
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●試験弾器用接続コード（オプション）を使用する場合

本体のモジュラージャックに試験弾器用接続コードを接続し、コード
の先端を、向きを合わせて試験弾器に接続してください。

試験弾器種別：

２００ＵＴＳ

２５６ＴＳ

２５８ＷＴＳ

４０ＡＲＲ

試験弾器用接続コードは内部で短絡されていますので、試験弾器に接
続しても回線は切断されません。

２００Ｕ接続コード

２５６接続コード

２５８接続コード

Ａ
Ｂ

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

「Ａ」

マーク

マーク

Ｌ１
４０Ａ接続コード
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５．回線状態の表示・判別方法

５－１．極性の判別

線間電圧（約３Ｖ以上）の極性により、極性ランプ（Ａ＋またはＢ＋）
が点灯します。

入 力 条 件 極 性 ラ ン プ

赤クリップ → ＋ Ａ＋

黒クリップ → － 点灯

赤クリップ → － Ｂ＋

黒クリップ → ＋ 点灯

空き回線、ＡＤＳＬタイプ２、アナログ専用線は、回線電圧が０Ｖの
ため、極性ランプは点灯しません。

Ａ＋

極性

Ｂ＋

Ａ＋

極性

Ｂ＋
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５－２．回線種類と使用状態の判別

線間電圧とデジタル信号の有無で、回線種類と使用状態を判別します。

点灯する回線ランプ 線間電圧 デジタル信号

ＡＤＳＬ
上り

無関係
ＡＤＳＬキャリアあり

ＡＤＳＬ 下り 使用中／未使用どちらでも点灯

回 線
アナログ 空き ４１～５５Ｖ タイプ１はアナログ回線も点灯

アナログ使用中 ３～４１Ｖ タイプ２はＡＤＳＬのみ点灯

空 き ５５Ｖ以上 なし
ＩＳＤＮ

キャリア 点灯 ３Ｖ以上 あり（常時起動、未使用）
回 線 ／

データ有 点滅 ３Ｖ以上 あり（使用中、パケット通信中）

アナログ 空 き ４１～５５Ｖ なし

回 線 使用中 ３～４１Ｖ なし

※上記の線間電圧は概略値です。



- 10 -

５－３．ＡＤＳＬ回線の判別

１）タイプ１はアナログ回線に重畳しているため、ＡＤＳＬランプとアナ
ログランプが点灯します。

【ＡＤＳＬ回線タイプ１の表示】

ＡＤＳＬキャリア有り
上り・下りが点灯

アナログ回線空き アナログ回線使用中
の場合点灯 の場合点灯

線間電圧： 線間電圧：
４１～５５Ｖ（Ａ＋点灯） ３～４１Ｖ（Ｂ＋点灯）

アナログ

空き

使用中 データ有

空き
キャリア/

ＩＳＤＮ

ＡＤＳＬ

上り

ＡｎｎｅｘＣ ＡｎｎｅｘＡ

下り



- 11 -

２）タイプ２は回線電圧が０Ｖのため、ＡＤＳＬランプのみ点灯します。

【ＡＤＳＬ回線タイプ２の表示】

ＡＤＳＬキャリア有り
上り・下りが点灯

点灯なし

線間電圧：０Ｖ

※ＡＤＳＬランプは、ＡＤＳＬキャリアが有る場合でも信号の減衰や回線
の状態により、またリンク確立の途中等では、点滅や消灯になることが
あります。

上り

アナログ

空き

使用中

ＡｎｎｅｘＣ

ＩＳＤＮ

キャリア/
データ有

空き

下り

ＡｎｎｅｘＡ
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３）回線が断線している場合は、測定地点で表示が変わります。

ＡＤＳＬ
交換機 ＭＤＦ モデム端末

断線箇所

IAC-SP IAC-SP
① ②

上り・下り点灯なし 上りのみ点灯

①断線箇所より上部の場合
タイプ１：ＡＤＳＬの上り・下りとも点灯しません。

アナログ回線として表示されます。
タイプ２：ＡＤＳＬの上り・下りとも点灯しません。

空き回線（回線電圧０Ｖ）と同じになります。
ＡＤＳＬ回線かどうかの判別は、リンク確立試験で調べることがで
きます。（５－４参照）

②断線箇所より下部の場合
ＡＤＳＬモデム端末の信号を検出するので、上りのみ点灯します。
（点滅する場合も有り）
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●ＡＤＳＬ下りランプが点灯しない場合【感度アップ方法】

線路長が長くなると信号が減衰し下りランプが点灯しなくなりますが、
次の操作により感度をアップさせると、検出できるようになります。

リンク確立試験スイッチを押しながら電源をＯＮにする

電源ＯＮでランプが下から上へ順に点灯し、感度が約12dBアップした
状態になります。感度アップは、電源をＯＦＦにするまで持続します。
通常感度では線路長～３ｋｍ、高感度では～５ｋｍまでご使用できます。

※ＮＴＴビル内等、線路長が短い場合は、通常感度でご使用ください。
※使用可能距離は、回線状態（タップの有無など）によって変化します。
※リンク確立試験時は、感度を自動的に切換えていますので、この操作は

不要です。

リンク
確立試験

電源
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５－４．ＡＤＳＬ回線の判別【リンク確立試験】

ＡＤＳＬ回線の開通時の確認時、またはＡＤＳＬ回線が断線している
場合に、リンク確立試験により回線を判別することができます。
このときAnnex C・Annex A のどちらの回線であるかを判別して表示し
ます。

１）操作手順

試験を開始するには、
リンク確立試験スイッチ
を押します。

試験を中止するときは、
再度スイッチを押して
ください。

※アナログ回線空き、無電圧（回線電圧０Ｖ）のとき、試験すること
ができます。アナログ回線使用中、ＩＳＤＮ回線、ＡＤＳＬ（上り
・下り）が点灯している場合は試験できません。

ＡｎｎｅｘＣ ＡｎｎｅｘＡ

リンク
確立試験

電源

Ａ＋

上り

アナログ

空き

使用中

極性

Ｂ＋

ＩＳＤＮ

下り

キャリア/
データ有

空き

ＡＤＳＬ
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２）試験結果

ＡＤＳＬ信号を検出した場合、「Annex C」か「Annex A」が点灯します。

【リンク確立試験結果の表示】

検出した方が点灯

下りが短時間点灯

「Annex C」「Annex A」の点灯でＡＤＳＬ事業者が判別できます。

ＡＤＳＬ伝送方式 事 業 者

ＮＴＴ各社Ａｎｎｅｘ Ｃ
イーアクセス

Ａｎｎｅｘ Ａ Ｙａｈｏｏ！ＢＢ

ＡＤＳＬ

ＡｎｎｅｘＣ

上り 下り

ＡｎｎｅｘＡ
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３）伝送損失レベルの判定

線路長が長くなるほど伝送損失が大きくなり、ＡＤＳＬ信号は減衰し
ます。損失レベルによって、リンク確立試験ボタンの緑ランプ表示が
変化します。
ランプの点灯状態により、ＡＤＳＬモデム端末を接続したとき安定し
た接続が維持できるかどうかの目安になります。

緑ランプ表示 伝送損失レベル 備 考

点 灯 0～40dB 安定した接続が可能なレベルです

早い点滅 41～45dB ノイズ等により接続が不安定になること
0.2秒間隔 があります

遅い点滅 46～60dB 接続が不安定であったり、できない場合
2秒間隔 が多くなります

線路長が短くても、途中にタップがあると伝送損失が大きくなる場合
があります。
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４）注意事項

リンク確立試験は、ＡＤＳＬ信号を検出するまで最大１１秒行われま
す。
回線の距離・状態などにより、数回の試験が必要になる場合がありま
す。

・リンク確立試験は、ＡＤＳＬ回線を判別する簡単な
試験ですので、ＡＤＳＬモデム端末でのリンクを
保証するものではありません。

・ビル内など、ＡＤＳＬ装置と至近距離になる場所で
は、正しく判定できない場合があります。

！ 注意
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５－５．ＩＳＤＮ回線の判別

１）ＤＳＵが接続されていない場合、呼毎起動の回線で非使用中の場合

交換機 ＭＤＦ ＤＳＵ ＴＡ 端末

線間電圧 約６０Ｖ

↑ 電源OFF OFF
呼毎起動設定

IAC-SP

【ＩＳＤＮ回線空きの表示】

ＩＳＤＮ 空き 点灯(緑）

線間電圧が約６０Ｖでデジタル信号がなく、空きが点灯します。

データ有
キャリア/

空き
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２）常時起動の回線で非使用中の場合（キャリアあり）

交換機 ＭＤＦ 線間電圧 ＤＳＵ ＴＡ 端末
最大－６０Ｖ 約－２９Ｖ

データ（約10秒毎）

↑ 電源ON OFF又は
常時起動設定 IAC-SP 非通信状態

【ＩＳＤＮ回線キャリアありの表示】

ＩＳＤＮ キャリア/データ有 点灯(赤）

デジタル信号を検出すると、線間電圧には関係なく点灯します。
端末が非使用中であっても、ＤＳＵ－交換機間の通信により、約１０秒
に１回点滅します。

データ有
キャリア/

ＩＳＤＮ

空き
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データ有
キャリア/

ＩＳＤＮ

空き

３）回線が使用中・通信中の場合（データあり）

■アナログ端末（電話、ＦＡＸ等）の場合

データが常に流れ、「キャリア／データ有」が点滅状態になります。

アナログ
交換機 ＭＤＦ ＤＳＵ ＴＡ 端末

通信中は常にデータあり

データ

【ＩＳＤＮ回線データありの表示】

ＩＳＤＮ キャリア/データ有
連続して点滅(赤）
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データ有
キャリア/

ＩＳＤＮ

空き

■デジタル端末（電話、Ｇ４ＦＡＸ、パソコン等）の場合

通信中でもデータが間欠的になりますので、「キャリア／データ有」
は不規則な点滅になります。

デジタル
交換機 ＭＤＦ ＤＳＵ ＴＡ 端末

データがある

← データ

データがない

【ＩＳＤＮ回線データありの表示】

ＩＳＤＮ キャリア/データ有
不規則な点滅(赤）
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４）キャリア／データ有の判定が不安定になる場合

線路損失が３０ｄＢを超える場合は、交換機とＤＳＵの中間地点
で信号レベルが一番低くなるため、その付近ではデータの検出が
不安定になります。

交換機 ＭＤＦ ＤＳＵ ＴＡ 端末
中間地点

↓

損失30dB～

信号：強い 弱い 強い

不規則に「キャリア／データ有」が点灯したり、アナログ「使用中」
が点灯したりする場合があります。

その他、回線の状態により検出しにくい場合があります。！ 注意
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５－６．アナログ回線の判別

１）空きの場合 【アナログ回線空きの表示】

アナログ 空き 点灯(緑）

線間電圧 ：４１～５５Ｖ（Ａ＋点灯）
デジタル信号 ：なし

２）使用中の場合 【アナログ回線使用中の表示】

アナログ 使用中 点灯(赤）

線間電圧 ：３～４１Ｖ（Ｂ＋点灯）
デジタル信号 ：なし

アナログ

空き

使用中

アナログ

使用中

空き
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６．仕 様

項 目 仕 様

①アナログ一般回線
②ＡＤＳＬ回線（キャリア検出、リンク確立試験）
③ＩＳＤＮ回線（ＩＮＳ６４）

対 象 回 線 ④Ｈ Ｓ Ｄ 回 線（ＨＳＤ６４・１２８）
⑤Ｄ Ａ 回 線（６４ｋｂｐｓ、１２８ｋｂｐｓ）
⑥Ｐ Ｈ Ｓ 回 線
⑦フレームリレー（６４ｋｂｐｓ、１２８ｋｂｐｓ）

直流入力抵抗 １ＭΩ以上

電 源 単３乾電池 ２本（アルカリ電池、ニッケル水素電池）

連続使用時間 １８時間以上（アルカリ電池、２０℃、ランプ表示なし）

使用温湿度 ０～４５℃ ９０％Ｒ．Ｈ．以下（但し結露しないこと）

寸 法 本 体：１２８(W)×６４(H)×２８(D)ｍｍ（突起部含まず）

質 量 約１６０ｇ（電池含む）



本 社 〒４６２－００４１ 名古屋市北区浪打町１－４４ ℡（０５２）９１５－１１１１

東 京 支 店 〒１０８－００１４ 東京都港区芝５丁目３２－８ ℡（０３）３４５３－４７７８

名古屋支店 〒４６２－００４１ 名古屋市北区浪打町１－４４ ℡（０５２）９１５－１１１１

大 阪 支 店 〒５５０－００１２ 大阪市西区立売堀２－１－１１ ℡（０６）６５３６－１７３０

2018.7 (366-080F)

お問合せは：

岩倉工場 〒４８２－００４１ 岩倉市東町江東１０－１

TEL（０５８７）３７－７７７１ FAX（０５８７）３７－７７６６


